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創
立
135
周
年
記
念
礼
拝

「
普
連
土
学
園
の
教
育
理
念
と
私
」

96
回
生
　
押
尾 

雅
代

目次
クリスマス礼拝
校友会バザー
忘れられない思い出

修学旅行
校友生の礼拝
学園祭記

精
神
に
よ
り
学
ん
だ
こ
と
が
、
多
く
の

場
合
自
分
の
行
動
基
準
に
な
っ
て
お
り
、

常
に
損
得
よ
り
も
「
誰
を
助
け
ら
れ
る

か
」「
社
会
に
貢
献
で
き
る
か
」「
中
庸

で
あ
る
か
」
を
基
準
に
物
事
を
判
断
し

て
い
る
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
礼
拝
に
は
、「
わ
た
し
は

ぶ
ど
う
の
木
、
あ
な
た
方
は
そ
の
枝
で

あ
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第
15

章
5
節
）
の
聖
句
を
選
び
ま
し
た
。
そ

れ
は
私
達
が
普
連
土
学
園
と
い
う
幹
に

育
ま
れ
た
枝
葉
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で

す
。
普
連
土
学
園
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

で
あ
る
常
緑
「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
」
の

よ
う
に
、
時
代
を
経
て
も
色
褪
せ
ず

豊
か
な
実
を
結
び
な
が
ら
、
学
園
と
す

べ
て
の
普
連
土
生
の
未
来
に
さ
ら
な
る

発
展
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
、
創
立
135
年
を
迎
え
た

普
連
土
学
園
。
そ
の
節
目
に
創
立
記
念

礼
拝
で
お
話
を
す
る
光
栄
な
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
改
め
て

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
普
連
土

学
園
が
あ
ら
ゆ
る
風
雪
を
生
き
抜
き
、

脈
々
と
紡
い
で
き
た
伝
統
と
発
展
を
再

認
識
し
、
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
し
た
。

私
は
、
ス
イ
ス
大
使
館
の
観
光
部
門
、

ス
イ
ス
政
府
観
光
局
で
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
ス
キ
ー
が
大
好
き

だ
っ
た
私
は
、
高
校
卒
業
後
ス
イ
ス
へ

移
住
し
、
ス
キ
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
す

る
と
い
う
夢
を
叶
え
ま
し
た
。
そ
れ
が

縁
で
ス
イ
ス
政
府
観
光
局
に
就
職
し
、

今
で
は
人
生
の
半
分
以
上
、
ス
イ
ス
と

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
う
ち
な
る
光
を

宿
し
て
い
る
」
と
い
う
教
育
理
念
の
元
、

私
は
自
分
の
個
性
を
信
じ
、
ま
た
国
際

的
な
校
風
の
中
で
、
多
様
性
を
持
つ
社

会
で
活
躍
す
る
国
際
人
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
今
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

普
連
土

学
園
の
教 

育
基
盤
、 

ク
エ
ー
カ 

ー
の
精
神 

性
で
あ
る

誠
実
、
信

頼
、
質
素
、

簡
素
、
平

和
や
平
等

な
ど
は
、
普
遍
的
な
価
値
を
持
っ
て
お

り
、
私
は
心
の
深
淵
で
共
感
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
客
観
的
に
な
る
と
、
こ
の

学園祭でウエストサイドストーリーを
演じた（一番右が押尾さん）

スイス観光局のイベントで司会を務める



2

2023.2.15

2

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
2
年
中
止
さ
れ
て

い
た
校
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
が
3
年

ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。

約
70
名
の
校
友
生
が
A
音
楽
室
に
集

い
静
か
な
沈
黙
の
礼
拝
に
臨
み
ま
し
た
。

礼
拝
は
81
回

生
酒
井
恵
生
さ

ん
の
「
一
輪
の
バ

ラ
咲
き
て
（
ブ

ラ
ー
ム
ス
）」
の

演
奏
に
続
い
て
、

讃
美
歌
と
聖
書
朗
読
の
後
、
萩
原
さ
ん

の
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
の
演
奏
が
始
ま

g
 g

 g　

聖　

句　

g
 g

 g

ル
カ
に
よ
る
福
音
書

2
章
8
節
か
ら
14
節

8

そ
の
地
方
で
羊
飼
い
た
ち
が
野
宿
を

し
な
が
ら
、
夜
通
し
羊
の
群
れ
の
番
を
し

て
い
た
。9
す
る
と
、主
の
天
使
が
近
づ
き
、

主
の
栄
光
が
周
り
を
照
ら
し
た
の
で
、
彼

ら
は
非
常
に
恐
れ
た
。

10

天
使
は
言
っ
た
。

「
恐
れ
る
な
。
わ
た
し
は
、
民
全
体
に
与

え
ら
れ
る
大
き
な
喜
び
を
告
げ
る
。

11

今

日
ダ
ビ
デ
の
町
で
、
あ
な
た
が
た
の
た
め

に
救
い
主
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
こ
の

方
こ
そ
主
メ
シ
ア
で
あ
る
。

12

あ
な
た
が

た
は
、
布
に
く
る
ま
っ
て
飼
い
葉
桶
の
中

に
寝
て
い
る
乳
飲
み
子
を
見
つ
け
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
が
あ
な
た
が
た
へ
の
し
る
し

で
あ
る
。」
13

す
る
と
、
突
然
、
こ
の
天

使
に
天
の
大
軍
が
加
わ
り
、
神
を
賛
美
し

て
言
っ
た
。

14「

い
と
高
き
と
こ
ろ
に
は
栄
光
、
神

に
あ
れ
、
地
に
は
平
和
、
御
心
に
か
な
う

人
に
あ
れ
。」

校友会クリスマス礼拝
2022 年 12 月 3 日（土）

「クリスタルボウルによる 
沈黙の礼拝」

ルカによる福音書2章8節から14節

萩原 薫（93回生）

り
ま
し
た
。
萩
原
さ
ん
は
ヴ
ィ
オ
ラ
奏

者
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
ク
リ
ス
タ
ル

ボ
ウ
ル
を
使
っ
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て

の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
タ
ル

ボ
ウ
ル
と
は
、
シ
リ
カ
と
い
う
水
晶
の

粉
９
９
・
９
％
で
作
ら
れ
て
い
る
楽
器

で
、
そ
の
演
奏
は
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

効
果
が
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
で
の

20
分
ほ
ど
の
演
奏
中
は
不
思
議
な
瞑
想

状
態
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
何
と

も
心
地
よ
い
音
色
の
世
界
が
広
が
り
ま

し
た
。

最
後
に
再
び
酒
井
さ
ん
に
よ
る
「
フ

ラ
ン
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」
の

演
奏
が
あ
り
、
礼
拝
は
終
わ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
皆
で
ハ
レ
ル
ヤ
を

歌
っ
て
い
ま
し
た
が
今
年
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
以
前
は
礼
拝
後
に
親
睦
会
が

開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
に

よ
り
残
念
な
が
ら
こ
れ
も
中
止
さ
れ
ま

し
た
。

礼拝後、生徒ホールにて手作り品やガレット販売のミニバザーが開催されました。

当日のプログラム
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豆
大
福
と
ふ
れ
ん
ど
ら
（
ど
ら
焼
き
）

は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
注
文
数
が
確
定
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

前
日
、
当
日
の
お
手
伝
い
、
出
展
者
、

来
場
者
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
１
０
０

人
近
い
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

校
友
会
史
に
よ
る
と
『
昭
和
44
年
11

月　

第
１
回
校
友
会
バ
ザ
ー
開
催
』
と

あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
も
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
、『
昭
和
22
年
に
は
少
し

ば
か
り
の
手
芸
品
や
食
品
（
魚
・
サ
ッ

カ
リ
ン
）
を
並
べ
て
バ
ザ
ー
の
真
似
事

を
始
め
て
お
り
』
以
降
、
母
校
の
復
興

の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
、
と
あ
り
ま

し
た
。
校
舎
の
建
て
替
え
な
ど
で
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た
年
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

い
つ
の
時
代
に
も
あ
っ
た
、
働
く
こ

と
を
通
し
て
得
ら
れ
る
校
友
生
の
縦
横

の
交
わ
り
、
心
を
ひ
と
つ
に
出
来
る
喜

び
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

校
友
会
バ
ザ
ー
委
員
長

82
回
生　

寺
山 

由
美
子

穏
や
か
に
晴
れ
た
11
月
12
日
に
、
校

友
会
主
催
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年

間
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
バ
ザ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

後
援
会
と
共
催
で
は
な
く
、
会
場
も

講
堂
の
ホ
ワ
イ
エ
と
狭
く
、
来
場
者
数

も
想
像
が
つ
か
ず
、
ど
う
い
っ
た
形
で

行
う
の
が
一
番
良
い
の
か
役
員
会
で
話

し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

者
が
増
え
れ
ば
中
止
の
可
能
性
も
あ
り
、

2022 年度ミニバザー収益
2022 年 12 月 20 日

単位：円

摘要 売　　上  仕　　入 収　　益 

手　　　　芸 209,340 0 209,340

アクセサリー 14,300 0 14,300

献　　　　品 8,800 0 8,800

委　　　　託 238,540 152,900 85,640

計 470,980 152,900 318,080

校友生同士、売り子とお客様で会話が弾む
楽しい買い物

バザーといえば、
「ふれんどら」と

「豆大福」。
どちらも大人気

手芸品が多く並ぶコーナー。
所狭しと魅力的な商品が並ぶ

売り切れ必死の食品コーナー。
美しく陳列しようと準備に余念がない

和気藹々とした様子に、カメラを向けると
快くポーズをとってくれました
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普
連
土
学
園

　

修
学
旅
行
の
歴
史

・
明
治
41
年
（1908

）
玉
川
方
面
へ
全

校
で
郊
外
遠
足
。

・
大
正
４
年
（1915

）
修
学
旅
行
始
ま

る
。
箱
根
に
1
泊
。

・
大
正
10
年
頃
（1921

）
筑
波
山
登
山
。

・
大
正
15
年
（1926

）
日
光
に
１
泊
。

・
昭
和
2
年
（1927

）
箱
根
に
１
泊
。

・
昭
和
７
年
（1932

）
関
西
修
学
旅
行

始
ま
る
。

・
昭
和
17
年
（1942

）
戦
時
下
の
た
め

修
学
旅
行
で
は
な
く
錬
成
旅
行
と
呼

び
名
が
変
わ
る
。
東
北
に
４
泊
５
日
。

・
昭
和
18
年
（1943

）
錬
成
旅
行
東
北

に
4
泊
5
日
。

・
昭
和
19
・
20
年
（1944

～1945

）

は
錬
成
旅
行
も
遠
足
も
中
止
と
な

る
。

・
昭
和
20
年
（1

9
4
5

）
5
月　

空
襲

に
よ
る
類
焼
で
全
校
舎
焼
失
。

同
年
9
月
末
か
ら
三
田
台
町
ボ
ー
ル

ス
氏
宅
（
現
フ
レ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
）

と
高
輪
教
会
で
授
業
再
開
。

・
昭
和
21
年
６
月
か
ら
芝
浦
旧
東
京
高

等
専
門
学
校
で
授
業
が
始
ま
る
。

・
昭
和
24
年
（1

9
4
9

）
全
校
聖
坂
校

舎
に
て
授
業
再
開
。

・
昭
和
21
年
（1946

）
三
浦
半
島
田
浦

へ
１
泊
の
遠
足
。

・
昭
和
22
年
（1947

）
全
校
で
真
鶴
へ
。

・
昭
和
23
～
25
年
（1948

〜1950

）

修
学
旅
行
再
開
。
日
光
１
泊
。

・
昭
和
26
年
（1951

）
関
西
修
学
旅
行

再
開
。

・
昭
和
30
年
（1955

）
こ
の
年
か
ら
関

西
修
学
旅
行
は
４
泊
５
日
と
な
る
。

　
（
島
崎
校
長
の
意
向
）

★
高
3
の
春
・
秋
に
関
西
修
学
旅
行
が

行
わ
れ
た
の
は
、
92
回
生
ま
で
。

★
93
回
生
以
降
、
関
西
修
学
旅
行
は
高

2
夏
に
旅
行
時
期
が
変
わ
る
。

★
中
学
修
学
旅
行
は
90
回
生
ま
で
日

光
。
91
～
94
回
生
は
広
島
・
岡
山
。 

95
回
生
か
ら
は
東
北
と
な
っ
た
。

★
129
回
生
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
関
西

修
学
旅
行
が
中
止
。2022

年
3
月

卒
業
直
後
有
志
の
み
で
実
施
し
た
。

※
日
本
に
お
い
て
の
最
初
の
遠
足
は
、

明
治
19
年
（1

8
8
6

）
に
東
京
師
範

学
校
の
中
小
学
両
師
範
学
校
生
徒
に

よ
る
千
葉
県
下
へ
の
「
長
途
遠
足
」

で
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

・「
普
連
土
学
園
90
年
の
歩
み
」

・「
普
連
土
学
園
百
年
史
」

・「
あ
の
日
あ
の
時
あ
ん
な
こ
と

1932

～1954

」（
史
料
室
）

・
校
友
会
史

・「
64
～
100
回
生
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

・
事
務
日
誌

・
友
会
の
広
報
紙
「
愛
の
友
」

⓫昭和55年（1980）〜昭和58年（1983）
中学 広島・岡山修学旅行

⓬昭和59年（1984）〜
中学 東北修学旅行

「東北の毛越寺など大人になっ
てもなかなか行かれないところ
へ行けてよかった」
「お土産は南部せんべい。４日
間とても楽しくて、後 10日位
いたい気持ちだった」

東北旅行地図

⓮令和４年（2022）
関西修学旅行

　　　（129回生有志のみ）
卒業式翌日から 2 泊 3 日、参
加者は 50 人程。全員が参加
した修学旅行ではなかったが、
楽しい卒業旅行だった。

中学修学旅行
広島・岡山表紙イラスト 原爆の子の像 新渡戸稲造記念館 乙女の像

奥入瀬

広島のスケジュール
・広島流川協会
・原爆養護老人ホーム
・放射線影響研究所
・韓国人被爆者慰霊碑
・在日韓国人被爆者訪問

「水は冷たくて透明で
きれいだった」

「乙女だからもっと細
いのかと思っていた
からちょっとうれし
かった」

薬師寺集合写真
「あまりの美しさに感動しました。映画の中みたいでした」

下鴨神社
「美人祈願の絵馬を描きました」

銀閣寺

普茶料理

龍安寺

“明治時代の良家の子女は、一人で外出する
のは稀なことであったといわれる。本学の
寄宿生も自由に外出されることは許されず、
三田通りに出る時は前後に護衛がついたと
記されている。”「普連土学園百年史」より
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日光遠足

普
連
土
学
園

　

修
学
旅
行
の
歴
史

・
明
治
41
年
（1908

）
玉
川
方
面
へ
全

校
で
郊
外
遠
足
。

・
大
正
４
年
（1915

）
修
学
旅
行
始
ま

る
。
箱
根
に
1
泊
。

・
大
正
10
年
頃
（1921

）
筑
波
山
登
山
。

・
大
正
15
年
（1926

）
日
光
に
１
泊
。

・
昭
和
2
年
（1927

）
箱
根
に
１
泊
。

・
昭
和
７
年
（1932

）
関
西
修
学
旅
行

始
ま
る
。

・
昭
和
17
年
（1942

）
戦
時
下
の
た
め

修
学
旅
行
で
は
な
く
錬
成
旅
行
と
呼

び
名
が
変
わ
る
。
東
北
に
４
泊
５
日
。

・
昭
和
18
年
（1943

）
錬
成
旅
行
東
北

に
4
泊
5
日
。

・
昭
和
19
・
20
年
（1944

～1945

）

は
錬
成
旅
行
も
遠
足
も
中
止
と
な

る
。

・
昭
和
20
年
（1

9
4
5

）
5
月　

空
襲

に
よ
る
類
焼
で
全
校
舎
焼
失
。

同
年
9
月
末
か
ら
三
田
台
町
ボ
ー
ル

ス
氏
宅
（
現
フ
レ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
）

と
高
輪
教
会
で
授
業
再
開
。

・
昭
和
21
年
６
月
か
ら
芝
浦
旧
東
京
高

等
専
門
学
校
で
授
業
が
始
ま
る
。

・
昭
和
24
年
（1

9
4
9

）
全
校
聖
坂
校

舎
に
て
授
業
再
開
。

・
昭
和
21
年
（1946

）
三
浦
半
島
田
浦

へ
１
泊
の
遠
足
。

・
昭
和
22
年
（1947

）
全
校
で
真
鶴
へ
。

・
昭
和
23
～
25
年
（1948

〜1950

）

修
学
旅
行
再
開
。
日
光
１
泊
。

・
昭
和
26
年
（1951

）
関
西
修
学
旅
行

再
開
。

・
昭
和
30
年
（1955

）
こ
の
年
か
ら
関

西
修
学
旅
行
は
４
泊
５
日
と
な
る
。

　
（
島
崎
校
長
の
意
向
）

★
高
3
の
春
・
秋
に
関
西
修
学
旅
行
が

行
わ
れ
た
の
は
、
92
回
生
ま
で
。

★
93
回
生
以
降
、
関
西
修
学
旅
行
は
高

2
夏
に
旅
行
時
期
が
変
わ
る
。

★
中
学
修
学
旅
行
は
90
回
生
ま
で
日

光
。
91
～
94
回
生
は
広
島
・
岡
山
。 

95
回
生
か
ら
は
東
北
と
な
っ
た
。

★
129
回
生
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
関
西

修
学
旅
行
が
中
止
。2022

年
3
月

卒
業
直
後
有
志
の
み
で
実
施
し
た
。

※
日
本
に
お
い
て
の
最
初
の
遠
足
は
、

明
治
19
年
（1

8
8
6

）
に
東
京
師
範

学
校
の
中
小
学
両
師
範
学
校
生
徒
に

よ
る
千
葉
県
下
へ
の
「
長
途
遠
足
」

で
あ
る
。

〈
参
考
資
料
〉

・「
普
連
土
学
園
90
年
の
歩
み
」

・「
普
連
土
学
園
百
年
史
」

・「
あ
の
日
あ
の
時
あ
ん
な
こ
と

1932

～1954

」（
史
料
室
）

・
校
友
会
史

・「
64
～
100
回
生
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

・
事
務
日
誌

・
友
会
の
広
報
紙
「
愛
の
友
」

❶     明治41年（1908）
玉川方面

全教員・生徒が郊外遠足を
試みる。最初の遠足？

❹大正15年（1926）
日光

日光１泊。
馬返しから中禅寺湖まで、徒歩。

❻昭和13年（1938）
関西修学旅行

帰路は神戸港から横浜港まで船旅。
「しけになって皆船酔い」

❽昭和21年（1946）
三浦半島

三浦半島へ1泊。鷹取山へ
ハイキングも。
「城ヶ島へは、橋がなかっ
たので、泳げる人だけ舟
で渡った」

❿昭和26年（1951）〜
関西修学旅行再開

戦後初めての関西修学旅行。
「お弁当にイナゴの佃煮が入っ
ていて、皆食べるのが嫌で『飛
んでいっちゃった』と言って
食べませんでした」

⓭高校 関西修学旅行

❺昭和7年（1932）
関西修学旅行

関西修学旅行が始まった。帰りは京都から夜
行列車で長い時間かけて帰京。
「若草山で転がりおちたのも楽しい思い出」

❾昭和昭和23年〜25年
（1948〜1950）

日光修学旅行再開
日光に1泊。

❷大正４年（1915）
箱根１泊

修学旅行の始まり。

❸大正10年頃（1921）
遠足 筑波山登山

袴姿で歩いて登った。

❼昭和17・18年
（1942・1943）

東北旅行（錬成旅行）
戦時下のため 2 組に分かれて
秘かに夜上野出発。松島で集合。
平泉―鳴子―鶴岡。この日は山
本元帥の国葬の日。人目を忍ん
での旅行。（昭和 18 年）

筑波山登山

奈良・若草山

日光・竜頭の滝
「関西へ行かれると思っていた
ので、がっかり」

鷹取山

比叡山

奈良公園の鹿
「鹿せんべい『持ってないよ』と手を
見せても通用せずどこまでも追いかけ
てきてスカートを食べられました」

薬師寺集合写真
「あまりの美しさに感動しました。映画の中みたいでした」

銀閣寺

普茶料理
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八
十
歳
に
な
り
ま
し
た

校
友
生
に
よ
る
全
校
礼
拝

「
婚
姻
の
自
由
と
平
等
を
求
め
て
」

100
回
生　

南
川 

麻
由
子

の
ま
ま
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。2

つ
め
は
、
社
会
は
変
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
。
同
性
婚
の
問
題
も
、
訴
訟

提
起
前
は
ほ
と
ん
ど
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な

ら
な
か
っ
た
の
が
、
今
や
常
時
報
道
さ

れ
、
世
論
調
査
で
は
約
65
％
が
同
性
婚

を
認
め
る
べ
き
と
回
答
し
、
国
政
選
挙

で
の
争
点
の
ひ
と
つ
と
な
る
ま
で
に
変

わ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
若
い
世
代
の
皆

さ
ん
に
は
、
社
会
や
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
や
選
挙
で
の
投
票
な

ど
で
意
見
を
し
っ
か
り
表
明
し
て
、
社

会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
変
え
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

訪
れ
た
時
を
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

♥︎
先
生
の
絵
葉
書
大
切
に
い
た
し
ま
す
。

♥︎
先
生
と
神
谷
美
恵
子
さ
ん
と
の
往
復

書
簡
集
を
読
み
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

先
生
に
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
こ
と
有
難

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

♥︎
先
生
の
お
姿
や
お
声
、
生
物
室
、
花

壇
そ
し
て
制
服
姿
の
私
達
、
遠
い
遠
い

懐
か
し
い
日
々
が
甦
り
ま
し
た
。

♥︎
先
生
の
影
響
で
、
野
の
花
に
目
が
留

ま
り
ま
す
。
海
外
で
日
本
と
同
じ
花
に

安
心
し
た
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植

物
だ
け
が
日
本
の
物
と
全
く
異
な
っ
て

い
ま
し
た
。

♥︎
授
業
も
花
の
こ
と
に
な
る
と
大
変
冗

舌
で
い
ら
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

♥︎
６
年
間
一
緒
に
学
ん
だ
67
回
生
の

皆
様
が
お
元
気
で
い
て
欲
し
い
で
す
。

♥︎
今
年
の
夏
は
殊
の
外
暑
さ
厳
し
く

体
力
も
大
分
減
退
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
80
歳
の
壁
で
し
ょ
う
か
。

◆
お
便
り
を
下
さ
っ
た
方
々
（
敬
称
略
）

朝
穂
紘
子　

大
澤
三
和
子　

大
塚
由
紀
子　

黒
沢
雅
子　

高
橋
雅
枝

柴
崎
喜
代
子　

高
廣
偕
子　

西
松
圭
子

花
村
美
恵
子　

浜　

芳
子　

前
田
恭
子

本
江
愛
子　

山
口
美
智
子

傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
67
回
生
の
皆
様
に

浦
口
先
生
が
描
か
れ
た
絵
葉
書
セ
ッ
ト

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

♥︎
懐
か
し
い
浦
口
先
生
の
絵
葉
書
を
お

贈
り
い
た
だ
き
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

守
ら
れ
て
こ
の
年
ま
で
元
気
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
感
謝
で
す
。

♥︎
山
中
湖
付
近
の
花
の
絵
に
、
友
達
と

私
は
今
、
弁
護
士
と
し
て
同
性
婚
訴

訟
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

世
界
で
は
既
に
30
ヶ
国
以
上
で
同
性

婚
が
法
制
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
未
だ
に
戸
籍
上
の
性
別
が
同
性
同

士
だ
と
結
婚
が
で
き
ま
せ
ん
。
同
性

カ
ッ
プ
ル
は
愛
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
法

的
な
配
偶
者
と
な
れ
な
い
。
２
人
で
子

育
て
を
し
て
も
片
方
は
子
の
親
と
な
れ

な
い
、
病
院
で
パ
ー
ト
ナ
ー
の
病
状
説

明
を
受
け
ら
れ
な
い
、
相
続
で
き
な
い

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
不
利
益
を

受
け
る
。
こ
れ
は
、
重
大
な
人
権
侵
害

で
あ
り
、
国
に
よ
る
差
別
で
す
。

そ
こ
で
2
0
1
9
年
、
国
を
相
手

に
「
同
性
婚
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
憲

法
違
反
で
あ
り
違
法
だ
！
」
と
主
張
す

る
「”

結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
”

訴
訟
」
が
全
国
各
地
で
始
ま
り
ま
し
た
。

ゲ
イ
や
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
、
パ
ン
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、
様
々
な
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
原
告
が
、
多
く
の
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
た
め
に

立
ち
上
が
り
、
特
に
若
い
世
代
が
自
分

た
ち
の
よ
う
に
苦
し
ま
な
い
社
会
を
作

り
た
い
と
い
う
想
い
で
裁
判
を
起
こ
し

た
の
で
す
。

全
国
5
カ
所
の
裁
判
の
う
ち
、
ま
ず

札
幌
地
裁
で
2
0
2
1
年
3
月
に
「
同

性
婚
を
認
め
な
い
の
は
違
憲
」
と
す
る

画
期
的
判
決
が
出
た
の
ち
、
2
0
2
2

年
6
月
に
大
阪
地
裁
で
「
同
性
婚
を
認

め
な
く
て
も
合
憲
」
と
い
う
判
決
が
出

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
11
月
30
日

に
は
、
東
京
地
裁
で
「
同
性
カ
ッ
プ
ル

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
家
族
に
な
れ
な
い
現

状
は
違
憲
状
態
」
と
す
る
判
決
が
出
ま

し
た
。
地
裁
で
は
判
断
が
分
か
れ
て
お

り
、
今
も
各
地
の
裁
判
は
続
い
て
い
ま

す
。こ

の
同
性
婚
訴
訟
の
お
話
を
通
じ

て
、
2
つ
の
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
1
つ
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
あ
り
か
た
は
多
様
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
い

と
い
う
こ
と
。
同
性
を
好
き
に
な
る
人

も
、
性
自
認
が
体
の
性
別
と
一
致
し
な

い
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
Ｘ
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
も
い
る
。
そ

れ
が
神
様
の
作
ら
れ
た
こ
の
世
界
の
ま

ぎ
れ
も
な
い
真
実
で
す
。
誰
も
が
自
分

を
愛
し
、
お
互
い
を
愛
し
、
そ
の
あ
り
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3
年
ぶ
り
の
緊
急
事
態
宣
言
の
な
い

4
月
で
始
ま
っ
た
今
年
度
。
通
常
の
生

徒
活
動
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。
5
月
の
高
3
修
養
会
や
中
2
遠

足
も
3
年
ぶ
り
に
実
施
。
体
育
祭
も
中

高
別
で
、
保
護
者
の
方
に
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
配
信
と
な
り
ま
し
た
が
東
京

体
育
館
で
の
実
施
…
と
、
3
年
ぶ
り
に

「
通
常
の
生
徒
活
動
の
行
え
る
」
4
～

5
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

6
月
に
入
り
前
期
中
間
試
験
の
後
、

中
3
と
高
2
の
修
学
旅
行
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
高
2
に
と
っ
て
は
、
中
2
遠

足
以
来
の
宿
泊
行
事
で
し
た
。
あ
る
ク

ラ
ス
担
任
が
誕
生
日
を
旅
行
中
に
迎
え

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
か
ら
内
緒
で
準
備

し
た
歌
と
、
礼
拝
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

7
月
に
入
り
今
年
度
こ
そ
は
ク
ラ
ブ

合
宿
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
第

7
波
に
よ
り
や
む
な
く
中
止
と
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

夏
休
み
中
や
土
曜
日
の
活
動
は
、
生

徒
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
へ
の
負
担
に
考
慮

し
つ
つ
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
今
年

度
も
昼
食
な
し
の
1
つ
の
活
動
の
み
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

も
生
徒
た
ち
は
限
ら
れ
た
時
間
を
大
切

に
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
園
祭
準
備
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。

10
月
の
学
園
祭
は
、
事
前
予
約
制
で

は
あ
り
ま
し
た
が
こ
れ
も
3
年
ぶ
り
に

一
般
の
お
客
様
を
招
い
て
の
開
催
が
で

き
ま
し
た
。

昼
休
み
の
黙
食
も
感
染
防
止
対
策
の

一
環
で
3
年
前
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

友
人
た
ち
と
の
会
話
の
な
い
昼
食
に
つ

い
て
あ
る
日
生
徒
か
ら「
ど
う
し
て（
黙

食
を
し
な
い
と
な
ら
な
い
の
）
で
す
か
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
言
っ
た
本
人
も
感

染
防
止
の
た
め
だ
と
分
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
言
葉
に
し
た
の

は
や
る
せ
な
い
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

全
校
礼
拝
は
、
3
学
年
は
講
堂
で
、

他
3
学
年
は
教
室
へ
の
配
信
に
よ
っ
て

守
っ
て
い
ま
す
。

12
月
に
な
り
講
堂
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
、
中
学
宗
教
委
員
の

生
徒
が
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。
ク
リ

ス
マ
ス
礼
拝
で
は
嶋
田
律
之
先
生
の
お

話
を
伺
い
ま
す
。
来
年
は
、
平
穏
な
学

園
生
活
を
送
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。（
松
浦 

良
知
先
生
，22
年
12
月
記
）

普
連
土
だ
よ
り
　
学
校
近
況　
　
　

第
百
七
十
九
信

今
年
度
の
学
園
祭
は
、
3
年
ぶ
り
に
一

般
の
お
客
様
を
招
い
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
日
の
準
備
は
5
限
後
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
の
催
物
の
リ

ハ
、
写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
私
に
注
意

を
払
っ
た
の
は
最
初
だ
け
で
、
最
終
確

認
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
教
室
に
向

か
う
と
、
吹
奏
楽
部
が
そ
ろ
い
の
「
傘
」

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
成
の
仕
上
げ
中
。

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、「（
本
校
公
式
）

T
w

itter

用
で
す
か
？
」
と
『
撮
影
ば

え
』
す
る
よ
う
に
並
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

準
備
中
の
展
示
会
場
で
は
陶
芸
部
も

T
w

itter

へ
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、

（
写
真
①
）
手
話
部
で
は
顧
問
の
先
生

も
張
り
切
っ
て
会
場
設
営
を
し
て
い
ま

し
た
。
参
加
団
体
を
支
え
る
実
行
委
員

会
も
装
飾
準
備
や
最
終
確
認
に
忙
し
く

し
て
い
ま
し
た
。（
写
真
②
）

学
園
祭
当
日
は
、

演
劇
部　

引
き
込

ま
れ
る
演
技
で
涙

が
出
ま
し
た
。（
写

真
③
）

体
操
部　

空
中
で

回
転
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
④
）

コ
ー
ラ
ス
部　

流

行
り
の
歌
も
美
し

く
歌
い
上
げ
て
い

ま
し
た
。（
写
真

⑤
）

校
庭
で
は
…
。

可
憐
に
踊
る
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
部
（
写

真
⑥
）

IR
C

で
優
勝
し
た

理
科
部
ロ
ケ
ッ
ト

班
に
よ
る
デ
モ
打

ち
上
げ
。

　

久
し
ぶ
り
の
に

ぎ
や
か
な
学
園
祭

で
し
た
。

松
浦 

良
知
先
生
の

学 

園 

祭 

記

2
0
2
2
年
10
月
22
日（
土
）

①陶芸部作品

②実行委員会

③演劇部④体操部⑤コーラス部⑥フォークダンス部

⑦吹奏楽部フルート
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このページの内容についてのお問い合わせは、校友会事務局（０３−３４５１−７７００）まで。

◆
2
0
2
3
年
度
の
行
事
予
定

・
校
友
会
総
会

日
時　

6
月
3
日
（
土
）
11
時
～

会
場　

新
渡
戸
稲
造
ホ
ー
ル

開
催
方
法
は
検
討
中
で
す

・
バ
ザ
ー

日
時　

11
月
11
日
（
土
）

・
校
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

日
時　

12
月
2
日
（
土
）

会
場　

A
音
楽
室

右
記
の
行
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
校
友
会
事
務
局
よ
り
お
願
い

　

本
年
度
の
お
支
払
い
が
ま
だ
の
方
は
郵

便
局
で
左
記
の
口
座
に
お
振
込
く
だ
さ
い
。

口
座
記
号　

０
０
１
１
０
・
８

口
座
番
号　

８
７
９
３
２
（
右
詰
）

加
入
者
名　

普
連
土
学
園
校
友
会

金
額　

2
5
0
0

円

通
信
欄
に
必
ず
回

生
・
お
名
前
・
ご
住

所
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。

■
■
■
■
■ 

訃　

報　

■
■
■
■
■

　

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心
よ
り
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

47　

鷲
見　

牧
子
（
小
出
）	

22
・
9
・
26

48　

日
暮　

冨
美
（
大
長
）	

21
・
1
・
1

48　

浅
見　

福
子
（
北
沢
）	

22
・
6
・
8

48　

保
坂　

妙
子
（
上
田
）	

22
・
8
・
30

50　

上
島　

保
子
（
森
）	

22
・
4
・
5

51　

坂
本　

節
子	

22
・
9
・
25

52
A
久
米
和
喜
子
（
浅
沼
）	

22
・
5
・
15

52
A
近
藤
智
恵
子
（
中
野
）	

22
・
9
・
25

52
A
渡
辺
美
智
子
（
大
竹
）	

22
・
10
・
17

52
B
岩
沢
千
恵
子	

22
・
8
・
25

53　

木
下　

敦
恵
（
竜
野
）	

22
・
8
・
29

55　

髙
橋　

欣
子	

22
・
7
・
19

63　

増
渕　

綾
子
（
佐
久
間
）	

22
・
10
・
31

64　

多
田　

靖
子
（
皆
川
） 	

22
・
10
・
2

74　

河
野　

朱
美
（
杉
本
）  	

22
・
9
・
2

75　

加
藤　

裕
子
（
加
藤
）	

22
・
2
・
15

87　

中
村　

啓
世
（
鯨
井
）	

22
・
9
・
3

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

１
０
７
号
（
22
年
７
月
31
日
発
行
）
の
訃
報
欄

に
お
き
ま
し
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
こ
こ

に
訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤
「
旧
職 

谷
田
貝
常
夫  

21
・
2
・
21
」

正
「
旧
職 

谷
田
貝
常
夫  

22
・
2
・
21
」

校
友
会
よ
り
、
お
花
と
お
悔
や

み
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
か
ら
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
ま
す

１
月
９
日
に
品

川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
、
128
回
生

の
新
成
人
を
祝
う

同
窓
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
片
山
先
生
、
永
山

先
生
、
若
林
先
生
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
123
名
で
、
若
林

先
生
に
よ
る

と
こ
れ
ほ
ど

の
大
人
数
が

集
ま
る
の
は

珍
し
い
そ
う

で
す
。
立
食

形
式
で
食
事

や
ビ
ン
ゴ
大

会
を
楽
し
み

つ
つ
友
人
た

ち
と
思
い
出

話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

卒
業
以
来
128

回
生
が
一
堂

に
会
す
る
初

め
て
の
場

だ
っ
た
の
で
す
が
、
普
連
土
生
だ
っ
た

頃
に
戻
っ
た
よ
う
な
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。	
（
冨
山 

里
実
）

  128 回生 

 成人を
祝う会 

編
集
後
記

本
年
も
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
会
報
作
り
を
頑
張
り
ま
す
！
（
入
江
・

森
本
・
冨
山
・
渡
邉
・
白
井
・
川
上
）

◆
普
連
土
生　

世
界
一
に
！

既
に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
普
連
土
生
の
活
躍
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

昨
夏
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ケ
ッ
タ
リ
ー
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
I
R
C
）」
で
普
連
土

学
園
の
理
科
部
ロ
ケ
ッ
ト
班
が
初
優
勝

し
ま
し
た
。
米
英
仏
日
４
カ
国
代
表
の

中
学
高
校
生
チ
ー
ム
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
技
術
を
競
う
国
際
大
会
。
日
本

勢
と
し
て
初
め
て
の
優
勝
に
加
え
、
女

子
だ
け
の
チ
ー
ム
の
優
勝
も
大
会
初
と

い
う
二
重
の
快
挙
で
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
打
ち
上
げ
前
に
審
査

員
へ
の
英
語
で
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
評
価
の
４
割
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
審
査
は
米
国
に
次
い
で
２
位
。

打
ち
上
げ
の
評
価
が
１
位
。
総
合
成

績
で
見
事
逆
転
優
勝
で
し
た
。

理
科
部
ロ
ケ
ッ
ト
班
は
「
ロ
ケ
ッ
ト

甲
子
園
」
で
2
0
1
8
・
2
0
1
9
・

2
0
2
1
年
と
3
連
覇
。
I
R
C
の
初

出
場
は
2
0
1
9
年
で
3
位
。

今
後
も
普
連
土
生
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

校
友
会
だ
よ
り


